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風景の発見 ー 臨床知としての特異点探索 ー

1 . はじめに

本学では大学教育への導入科目として、 全新入生を

対象に必修科目 「基礎セミナー」を実施 している 1）。

これは、 f創造的な知性列の育成のため、 グ
、
ループワ

ークを中心として、 課題を調査・分析し、 討論・発表

等を少人数のゼミ形式で行う授業である。 また、2011

年度から工学部系科目の基礎セミナーは、 工学部以外

の学生（専門外の学生） を対象とした 「ものづくり教

育J の一環としても位置づけられている。

著者が担当する基礎セミナー「風景の発見J（以下、

本科目）は、全8回で構成される工学部系科目である。

本科目では、 ①非定型な課題への対応法、 ②表現 力、

といったスキルを身につけるだけでなく、 ③工学にお

けるものづくりの一端を理解させることを目的として

いる。

本稿では 「特異点探索」という手法を用いて、 専門

外の学生に暮らしの中の工学を認識 してもらう試みの

報告を行なう。

2. 特異点探索

本科目で用いる手法「特異点探索 3)Jとは、本来は、

土木技術者や 一般の人に土木構造物のある風景のあり

方を学ばせるものである。 特異点（singular point） と

は、 「構造物（視対象）が、 最も美しく見える場所J と

定義され、 特異点探索とは、 人が普段行ける場所から

特異点を探す手法である。

特異点には、 局所的特異点（LP : Local Point、 出

とbi) と全域的特異点（GP: Global Point、 c ） があ

る（図1)。 局所的特異点は、 その付近で最も美しく見

える点であり、 無数に存在する。 全域的特異点とは、

局所的特異点の中で最も美しく見える点のことである。

図1 特異点の概念図
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例えば、 橋の特異点には、 ①細部点：橋の細部が美し

く見える点、 ②造形点：橋の形が美しく見える点、 ③

関係点：橋と他のモノのバランスが良く見える点、 ④

風景点：橋のある風景が美しく見える点、 ⑤文脈点：

地理や歴史を知っていると見えてくる点の5つがある。

3. 臨床の知と現場の知

中村側によれば、 「 ＜臨床の知＞とは、 狭い意味で

の医学的な臨床の知ではなく、 近代科学への反省のも

とに、 それが見落とし排除してきた諸側面を活かした

知のあり方であり、学問の方法である」とされている。

また、 臨床の知は、「諸感覚の協働にもとづく共通感覚

的な知」でもある。 ここでの共通感覚とは、 五感を外

部感覚と呼ぶとき、 これに対応する内部感覚（道徳的

な善悪のみならず、 芸術的な美醜をも認識する感覚）

のことを指している。この共通感覚は、「感性と理性 の

交換点であり、 想像力の座」であり、 「（共通感覚の）

働きは身体を基礎として身体的なもの、感覚的なもの、

イメ ージ的なものを含みつつ、 それをことばつまり理

（ことわり） のうちに統合することJである。つまり、

臨床の知とは、 身体を使い、 内部感覚を働かせ、 その

感覚を言葉によって表現することであると言える。

このような臨床の知は、 工学においては現場の知と

言ってよいだろう民現 場の知とは、 ①個別性 （時間

や空聞が他と異なる：固有場）、②相互性（自分と対象

とが相互に影響し合 う：身体場）、③多義性（同じこと

でも、 いくつもの解釈 が可能である：物語場） の3点

から成る。 このような現場の知は、 ものづくりに関す

る構想や設計の能力とその基盤となる空間感覚や歴史

感覚のことであり、 フィ ールドワ ー クでの実践の中で

しか酒養されないものである。

つまり、 特異点探索とは、 この世界に一つしかない

特別な空間（固有場） において、 五感を総動員し（身

体場）、事物や事象をさまざまに解釈（物語場）するこ

とと言い換えられる。

4. 現場の知を知る

本科目では、 特異点探索を通して、 受講生が日常的

に利用している 「橋（社会基盤施設）」を理解させる。

そのために次の3つの工夫を行なっている。

①橋の大まかな機能と特徴を教える（図2)






